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震 災 に よ る 原 発 事 故 が 住 民 の 健 康 管 理 に 及 ぼ

し た 影 響 に つ い て  

～ 南 相 馬 市 の 現 況 ～  

 

○ 今 野 香 織 、 青 木 紋 、 岩 城 道 政 、 鈴 木 京 子 、5 

及 川 秀 誠 、 束 原 世 紀  

 

公 益 財 団 法 人 福 島 県 保 健 衛 生 協 会  

 

【 は じ め に 】 東 日 本 大 震 災 に よ り 引 き 起 こ さ10 

れ た 原 発 事 故 を 受 け 、 原 町 区 ・ 小 高 区 ・ 鹿 島

区 の 3 区 か ら 成 る 南 相 馬 市 で は 区 ご と に 避 難

指 示 が 異 な っ た 。 主 に 小 高 区 は ２ ０ ｋ ｍ 圏 内

で あ っ た た め 警 戒 区 域 と な り 避 難 し 、 原 町 区

は ３ ０ ｋ ｍ 圏 内 の た め 緊 急 時 避 難 準 備 区 域 及15 

び 計 画 的 避 難 区 域 と な っ て 自 主 避 難 し た 。 鹿

島 区 は ３ ０ ｋ ｍ 以 上 圏 で あ っ た め 避 難 指 示 が

な か っ た 。 避 難 指 示 が 見 直 さ れ た 現 在 も 、 小

高 区 は 避 難 指 示 解 除 準 備 区 域 と さ れ た た め

に 、 昼 間 の 立 ち 入 り は で き る が 、 宿 泊 す る こ20 
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と が 出 来 ず 避 難 生 活 を 続 け て い る 。 こ れ ら の

事 実 が 、 特 定 健 診 受 診 状 況 や 検 査 結 果 に ど の

よ う な 影 響 を 与 え て い る か を 調 査 し た の で 報

告 す る 。  

【 対 象 と 方 法 】 平 成 22 年 度 か ら 平 成 25 年 度 の25 

4 年 間 に 当 協 会 で 健 康 診 査 を 受 け た 延 べ

17,964 名 の 南 相 馬 市 住 民 を 対 象 と し 、 原 町

区 、 小 高 区 、 鹿 島 区 の 3 区 に 分 け 、 原 発 事 故

前 後 に お け る 肥 満 、 血 圧 、 脂 質 、 肝 機 能 、 運

動 習 慣 等 に つ い て 、 そ の 実 施 状 況 を 比 較 検 討30 

し た 。  

【 結 果 と 考 察 】 健 康 診 査 の 受 診 率 は 原 発 事 故

後 の 平 成 23 年 は 市 全 体 と し て 約 1/4 に ま で 減 少

し た が 、 平 成 25 年 度 に 至 っ て は 原 町 区 と 鹿 島

区 は 震 災 以 前 の 状 態 に ま で 回 復 傾 向 を 示 し35 

た 。 し か し 、 小 高 区 の 受 診 率 は 事 故 前 の 平 成

22 年 度 と 比 較 し て 68.8 ％ に 低 下 し た ま ま に あ

る 。  

検 討 し た 各 項 目 に つ い て 比 較 す る と 、 受 診

者 の 平 均 年 齢 は 市 全 体 で 高 く な る 傾 向 が み ら40 
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れ た 。 BMI や 腹 囲 は 小 高 区 の 男 性 で 増 加 が み

ら れ た が 、 女 性 は ３ 区 と も に 変 化 が な か っ

た 。 血 圧 は 男 女 共 に 低 下 傾 向 に あ っ た 。 HDL

－ Ｃ は 3 区 間 に 違 い を 認 め な か っ た が 、 LDL

－ Ｃ は 震 災 翌 年 の 小 高 区 で 上 昇 し て い た 。45 

AST ・ ALT ・ γ GT は 小 高 区 の 男 性 が 上 昇 し て

い た 。 運 動 習 慣 を 見 て み る と 、 １ 日 １ 時 間 以

上 の 歩 行 程 度 の 運 動 を 行 う 人 が 原 町 区 や 鹿 島

区 で 震 災 後 、 一 時 減 少 し た が 、 徐 々 に 事 故 前

の 状 態 に 戻 り つ つ あ る 。 ま た 、 睡 眠 に よ る 十50 

分 な 休 養 が と れ て い な い と 感 じ て い る 人 が ３

区 共 に 増 加 し て お り 、 特 に 小 高 区 で は 約 4 割

の 人 が 睡 眠 不 足 を 感 じ て い た 。  

【 ま と め 】 今 回 、 南 相 馬 市 で は 原 発 事 故 後 、

避 難 指 示 が 異 な る ３ つ の 区 に つ い て 健 診 受 診55 

状 況 を 比 較 検 討 し た 結 果 、 震 災 後 に 減 少 し た

受 診 者 数 は 、 小 高 区 を 除 き 回 復 傾 向 を 示 し て

い た 。 小 高 区 は 依 然 と し 避 難 生 活 を 続 け て お

り 受 診 率 は 減 少 し た ま ま で あ る 。 検 査 結 果 で

は 避 難 生 活 に よ る 運 動 不 足 や 環 境 の 変 化 等 に60 
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よ る 食 生 活 の 変 化 が 何 ら か の 影 響 を 与 え た 可

能 性 を 示 唆 し て い た 。 ま た 、 南 相 馬 市 全 体 が

睡 眠 に よ る 休 養 が 不 十 分 で あ る と 感 じ て い る

人 が 多 く 、 こ れ は 継 続 的 な ス ト レ ス に 起 因 し

て い る と 考 え ら れ た 。 今 後 、 南 相 馬 市 民 の 健65 

康 管 理 継 続 の た め に 、 当 協 会 が 果 た す べ き 役

割 を 十 分 に 考 え な が ら 、 避 難 生 活 を 送 る 人 た

ち の 健 康 を 守 る た め に 努 力 し た い 。  

 


